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16
日　

 

環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
が
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

を
開
催

　

 22
日　

 

定
例
記
者
発
表
を
開
催

　

 26
日　

 

ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
城
下
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
オ
ー
プ
ン

　
　
　

 

地
域
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

（AG
O

RA

）
が
取
り
組
ん
で
い
る
、

学
生
が
市
民
と
対
話
し
な
が
ら
地

域
の
課
題
解
決
を
目
指
す
「
ま
ち

な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
事
業
」
を
充
実

さ
せ
る
た
め
、
初
の
学
外
拠
点
と

な
る
「
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
城

下
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
岡
山
市
北

区
石
関
町
に
オ
ー
プ
ン
。
城
下
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
岡
山
市
内
中
心

部
の
好
立
地
や
周
囲
の
景
観
の
良

さ
を
活
か
し
、
本
事
業
で
有
効
活

用
す
る
ほ
か
、
そ
の
他
の
ゼ
ミ
や

サ
ー
ク
ル
活
動
で
の
利
用
も
見
込

ん
で
い
る
。

■
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
秋
山
謙
太
郎
助

教
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
れ
ま
で
詳
細
が
不
明

で
あ
っ
た
全
身
性
免
疫
疾
患
に
対
す
る
間
葉
系
幹
細

胞
移
植
の
治
療
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
一
端
を
解
明
し
た
。

今
後
、
よ
り
効
果
が
高
く
、
副
作
用
が
少
な
い
間
葉

系
幹
細
胞
移
植
治
療
、
さ
ら
に
は
幹
細
胞
由
来
因
子

に
よ
る
自
己
免
疫
疾
患
治
療
の
開
発
が
期
待
さ
れ

る
。
米
科
学
雑
誌Cell Stem

 Cell

に
掲
載
。（
６
月
・

定
例
記
者
発
表
）

　

 ■
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
の
水
島
健
助
教
ら
の
研

究
グ
ル
ー
プ
は
、
ス
カ
ー
ミ
オ
ン
と
呼
ば
れ
る
素
粒

子
の
理
解
に
不
可
欠
な
構
造
を
現
実
世
界
に
安
定
に

作
り
出
す
こ
と
を
世
界
で
初
め
て
提
唱
し
た
。
こ
の

成
果
に
よ
り
、
巨
大
な
実
験
施
設
を
用
い
ず
と
も
素

粒
子
理
論
の
検
証
が
可
能
に
な
る
と
期
待
さ
れ
る
。

米
物
理
学
会
速
報
誌Physical Review

 Letter

誌

オ
ン
ラ
イ
ン
版
に
掲
載
。（
７
月
・
定
例
記
者
発
表
）

　

 ■
資
源
植
物
科
学
研
究
所
大
麦
・
野
生
植
物
資
源
研

究
セ
ン
タ
ー
の
武
田
真
教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ

は
、
オ
オ
ム
ギ
の
芒
の
長
さ
を
決
め
る
遺
伝
子
を
特

定
し
た
。
オ
オ
ム
ギ
の
ほ
と
ん
ど
の
品
種
は
長
い
芒

を
持
つ
が
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
存
在
す
る
短
芒
型

の
遺
伝
子
は
、
風
雨
に
よ
る
穂
の
抵
抗
が
少
な
く
植

物
体
が
倒
れ
に
く
い
た
め
、
こ
の
遺
伝
子
の
品
種
改

良
へ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。
英
国
植
物
学
専
門
誌

Journal of Experim
ental Botany

電
子
版
に
掲

載
。（
７
月
・
定
例
記
者
発
表
）

　

 ■
異
分
野
融
合
先
端
研
究
コ
ア
の
能
年
義
輝
助
教
ら

の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
病
原
体
に
感
染
し
た
と
き
だ

け
植
物
の
免
疫
力
を
高
め
、
耐
病
性
を
向
上
さ
せ
る

化
合
物
プ
ラ
ン
ト
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
タ
ー
を
新
た
に
５

個
発
見
し
、
そ
の
作
用
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
た
。

植
物
に
持
続
的
な
耐
病
性
を
付
与
す
る
新
技
術
の
開

発
が
期
待
さ
れ
る
。
米
国
科
学
誌The Plant Cell

オ
ン
ラ
イ
ン
版
に
掲
載
。（
９
月
・
臨
時
記
者
発
表
）

　

 

３
日　

 

北
京
信
息
科
技
大
学
の
副
学
長
ら

が
森
田
学
長
を
表
敬
訪
問

　

 ４
日　

 

岡
山
大
学
七
夕
祭
を
開
催

　

 ７
日　

 

卒
業
生
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
＠
岡
山
を
開
催

　

 ７
日　

 

池
田
家
文
庫
こ
ど
も
向
け
岡
山
後

楽
園
発
見
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催

　

 

　

 18
日　

 

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
学

ぶ「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
・
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催

　

 18
日　

 

タ
バ
コ
対
策
推
進
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

優
秀
作
品
を
表
彰

　

 19
日　

 

定
例
記
者
発
表
を
開
催

　

 26
日　

 

資
源
植
物
科
学
研
究
所
に
「
倉
敷

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
」
が
オ
ー
プ
ン

　
　
　

 

資
源
植
物
科
学
研
究
所
に
、
倉
敷

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
が
オ
ー
プ
ン
。
同

研
究
所
は
学
外
か
ら
多
く
の
研
究

者
が
集
う
共
同
利
用
・
共
同
研
究

拠
点
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
共
同
研

究
者
ら
の
宿
泊
や
役
職
員
の
会
合

な
ど
に
活
用
。
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建
て
。

シ
ン
グ
ル
�0
部
屋
、
ツ
イ
ン
�
部

屋
が
あ
り
、
各
部
屋
に
バ
ス
・
ト

イ
レ
を
完
備
。
長
期
滞
在
も
可
能
。

　

 

31
日　

 「
第
７
回
高
校
生
・
大
学
院
生
に
よ

る
研
究
紹
介
と
交
流
の
会
」
を
開

催

　
　
　

 

大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
は
「
第

７
回
高
校
生
・
大
学
院
生
に
よ
る

研
究
紹
介
と
交
流
の
会
」
を
創
立

五
十
周
年
記
念
館
で
開
き
、
岡
山

県
内
外
�8
校
の
高
校
生
と
本
学
大

学
院
生
ら
約
５
５
０
人
が
、
日
ご

ろ
の
研
究
成
果
を
発
表
し
て
交
流

を
深
め
た
。ス
テ
ー
ジ
と
ポ
ス
タ
ー

で
、
高
校
生
8�
件
、
大
学
院
生
��

件
の
研
究
発
表
を
実
施
。

９
日　

 

ガ
ー
ナ
の
教
育
関
係
者
が
本
学
で

研
修
を
開
始

　
　
　

 

ガ
ー
ナ
共
和
国
の
小
学
校
教
員
ら

教
育
省
関
係
者
��
人
が
、
本
学
教

員
の
指
導
の
も
と
理
数
科
教
育
を

学
ぶ
研
修
が
始
ま
っ
た
。
独
立
行

政
法
人
国
際
協
力
機
構
（JICA

）

の
国
別
研
修
（Country Focused 

Training Program

）
の
一
つ
で
、

研
修
期
間
は
約
２
か
月
間
。

　

 17
日　

 

台
北
医
学
大
学
口
腔
医
学
院
と
本

学
歯
学
部
が
部
局
間
交
流
協
定

１
日　

 

特
別
講
演
会

「
最
後
の
素
粒

子　

ヒ
ッ
グ
ス

粒
子
」
を
開
催

　

 

４
日　

 

ポ
ス
ド
ク
・
博
士
課
程
大
学
院
生
の

た
め
の
第
１
回
講
演
会
・
企
業
と
の

交
流
会
を
開
催

１
日　

 「
家
族
の
日
」
を
開
催

　
　
　

 

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
本
部
次
世
代

育
成
支
援
室
は
、
本
学
教
職
員
の

家
族
を
招
き
、
普
段
の
仕
事
ぶ
り
な

ど
を
見
学
・
体
験
し
て
も
ら
う
「
家

族
の
日
」
を
開
催
。
教
職
員
と
そ
の

家
族
�9
組
5�
人
が
参
加
。
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
、
学
長
室
で
森

田
潔
学
長
と
名
刺
交
換
し
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
や
記
念
撮
影
な
ど
を
行
っ

た
。
工
学
部
創
造
工
学
セ
ン
タ
ー
の

協
力
に
よ
る「
わ
く
わ
く
実
験
教
室
」

も
開
か
れ
、
６
種
類
の
実
験
ブ
ー
ス

を
楽
し
ん
だ
。
教
職
員
ら
の
職
場
も

訪
れ
、
実
際
に
仕
事
す
る
姿
も
見
学

し
た
。

　

 ２
日　

 

岡
山
大
学
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
育
成
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
臨

時
記
者
発
表
を
開
催 

　

 

３
・
４ 

日　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス2012

を

開
催

　
　
　

 

津
島
、
鹿
田
両
地
区
で
開
催
し
、
岡

山
県
内
外
か
ら
高
校
生
ら
延
べ
約

１
８
、８
０
０
人
が
訪
れ
た
。
全
��

学
部
と
マ
ッ
チ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム

コ
ー
ス
が
、
そ
れ
ぞ
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
企
画
。
高
校
生
は
、
希
望
の
学
部

で
模
擬
授
業
を
受
け
た
り
、
大
学
全

体
の
雰
囲
気
を
味
わ
う
な
ど
、

岡
大
ラ
イ
フ
を
体
験
し
た
。

　

 ７
日　

 

第
３
回
集
ま
れ
！
市
民
の
エ
コ
ラ

イ
フ
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
開
催

　

 11
・
12 

日　

共
用
試
験
歯
学
系O

SCE

外

部
評
価
者
養
成
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催




